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平成 24 年度 温海地域審議会 中間まとめ

テーマ「日沿道全線開通に向けた地域振興策について」

各委員の主な意見 今後の議論の方向性

１ 安全安心な生活環境の整備

【交通環境】

○ 日東道の開通により移動時間が短縮されたこ

とで行動範囲が広がり、生活に余裕が感じられ

るようになった。また、救急搬送時間が短縮さ

れたことにより安心して生活できるようになっ

た。一方であつみ温泉ＩＣから温海７号タッチ

までの間と浜中、五十川集落内は日東道から７

号へのアクセス道として利用されるようにな

り、交通量が増加、事故発生の危険性が高まっ

ており、日東道～国道７号間のアクセス道とな

る県・市道の整備が求められる。

・温海地内ＪＲガード下県道の拡幅

・ふれあいセンター前県道の拡幅

・あつみ保育園前三叉路の安全確保

・あつみ温泉ＩＣ出口交差点の安全確保

・浜中・五十川集落内の県市道の拡幅

○ 鼠ヶ関でイベントが開催される際は早田まで

車が渋滞しており、国道７号から弁天島方面へ

のアクセスが悪い。日東道鶴岡・温海間は開通

後に表面化したトラブルもあり、日東道全線開

通後はさらに混雑が予想され、日東道・国道７

号から弁天島方面へのアクセス道の整備が求め

○ 日東道鶴岡・温海間の開通に伴いあつみ温泉インターチェンジ、い

らがわインターチェンジから国道７号へのアクセス道となっている浜

中と五十川集落内の道路は交通量が大幅に増加し、自治会、交通安全

団体等を中心に対策を講じているが、抜本的な解決に至っていない。

  また、主要地方道余目温海線は新たに設置された７号タッチ周辺の

混雑が著しく、その対策が求められている。

  今後アクセス道の拡幅などのハード面の整備を要望するとともに、

運転者のモラル向上に向けた啓発活動など、どのような対策が必要な

のか検討する。

○ 鼠ヶ関地内は、トライアスロン、大漁旗フェスティバル、お魚夕市

など多彩なイベントを開催しており、日東道の開通もあって内陸方面

からの観光客も増えている。一方で弁天島周辺へのアクセスが悪いこ

とから、混雑時は早田集落まで渋滞が発生するなどの問題が発生して

いる。

  今後日東道の全線開通、インターチェンジの設置によりさらに混雑



られる。

・国道７号から弁天島方面への直線道路の整備

・沿岸集落の活性化のためＪＲの移設も含めた

集落内の整備

・国道３４５号の整備

・事前調査、事前説明の徹底

【防災対策】

○ 津波避難対策については、マップの配布だけ

ではなく、自主防災会が中心となった訓練が重

要。また、避難所に一定期間生活できるだけの

設備や食料を備えてはどうか。

○ 避難には消防団に力が大きいと思うが、就労

場所がないことから団員の確保が困難な状況と

なっており、高齢者等災害弱者の避難について

対策が求められている。

【高齢化対策】

○ 高齢者のみまたは高齢者と未婚者のみという

世帯が増えており、介護問題が深刻になってい

る。

○ 病院や美容院などでも送迎サービスを行って

おり、行政だけでなく民間の取組みも必要。

○ 老人ホームへの入所待機者が多く、なかなか

入所できない状況にあり、特に低所得者は利用

しにくい状況にあり、低所得者でも利用しやす

い介護施設の整備が望まれる。

が予想されることから、弁天島方面へのアクセス、周辺地域へのアク

セスのあり方について検討する。

○ 津波避難対策は沿岸集落を抱える温海地域にとって重要な課題であ

り、自主防災会を中心として市、消防団と連携を図り、災害弱者も含

め安全に避難できる環境づくりを検討する。

○ 温海地域は高齢化率も高く、施設の入所待機者も多い状況となって

いる。介護が必要になっても地域内で安心して暮らせるよう、行政、

民間が連携して対策を検討する。



【少子化対策】

○ 全国的に未婚女性が増えている。市でも婚活

事業を行っているが効果はどうか。ヨットや温

泉を使った婚活事業で効果が出るのではない

か。  

○ 市でも婚活事業に力を入れており、民間団体との連携を密にし、少

子化の解消に向け対策を検討する。

２ 観光、商工業の振興について

【旅行形態の変化】

○ 旅行形態は団体旅行から個人旅行型に、移動

手段は電車から自家用車に変化しており、修学

旅行をはじめとした体験型旅行が増えており、

地域資源を活用し、温海地域に長く滞在しても

らう工夫が求められる。

○ ゲートボール大会、グラウンド・ゴルフ大会

や登山、釣りなどを目的に宿泊するお客さんも

多く、冬期間でもゲートボールやグラウンド・

ゴルフができる施設の整備が求められる。

【温泉街の整備】

○ 温泉街は川端通りの整備が完了しチットモッ

シェ付近は賑わっている。一方で全体的に空き

店舗が目立ち、旧旅館も廃墟と化しているとこ

ろがあるなど、温泉街の全体的な整備が望まれ

る。

○ 現在駐車場として林業センターを利用してい

るが、中心街にメインとなる駐車場が必要。

○ 新たな取組みに向けては土地の確保が課題で

あり、市の支援を要する。

○ 旅行形態の変化を適確に捉え、いかに長期間滞在してもらうか。又

体験型の旅行に対応するための施設整備、メニュー整備について検討

する。

○ 旅行の主流が車に移行していることから、温海地域の物産販売や観

光ＰＲの拠点としてのサービスエリアの設置を要望する。

○ あつみ温泉は川端通りの整備が行われ、日東道の開通もあり温泉活

性化施設「チットモッシェ」周辺では観光客が増加、賑わいが見られ

る。一方で、その他の温泉街は空き店舗が目立ち、全体的なイメージ

ダウンを招いている。

  今後空き店舗の有効活用、駐車場の整備などを通して温泉街全体の

整備を検討する。



【魅力ある温泉づくり】

○ あつみ温泉の活性化が地域に与える影響は大

きい。温泉が活性化することで雇用を生み出す

ことができる。

○ 日東道の開通によりあつみ温泉の入客数は増

加、特に日帰り客の増加が目立つが、宿泊客自

体は余り増えていない。

○ 一部の旅館は全国的にも知名度が高いが「あ

つみ温泉」としての知名度は低く、高齢者にも

分かりやすいＰＲ方法の検討が必要である。

○ 公的宿泊施設や第３セクターの温泉施設など

は低料金の設定になっていることから利用者が

多い。温泉旅館への影響はないのか。

○ あつみ温泉には見るところがないと言われ

る。散歩しながら、見たり、体験したりする場

所が必要であり、旧温海高を利用した映画村の

運営やこけしづくり、温泉卵づくりなどが体験

できる施設の整備、パネルを使って温泉の歴史

を紹介するような施設の整備、温泉だけでなく

周辺の集落とも連携して旧所名跡を巡るコース

の設定など取組みが必要。

○ 観光スポットや物産などあつみ温泉の目玉と

なるものがない。

○ 湯けむり女子会で「遊ったりや」の運営を始

めたが、人の配置が難しく、毎日は開けない状

況。

○ 現在は一泊旅行が主流となっており、首都圏

○ 団体旅行から個人旅行への変化もあり、温泉街を散策するお客さん

が増える中で、あつみ温泉には見るところがないといわれる。旧温海

高を利用した映画村の運営やこけしづくり、温泉卵づくりなどが体験

できる施設の整備、パネルを使って温泉の歴史を紹介するような施設

の整備など新たな取組みを検討するとともに、現在ある資源をいかに

有効活用し、歩いて楽しいあつみ温泉づくりを検討する。

○ あつみ温泉の一部の旅館は全国的にも知名度が高いが、あつみ温泉

という温泉地としての知名度は低い状況にある。

  今後はインターネットなどの媒体を利用したＰＲ、高齢者にも分か

りやすいＰＲを行うなど、温泉地としての知名度を上げる方法を検討

する。

○ 旅行の主流が複数泊から１泊旅行へと変化している中で、日東道の

全線開通によりこれまで１泊圏内であった新潟、宮城は日帰り圏内と

なり、あつみ温泉は通過点となる可能性が高い。一方でこれまで１泊

圏内から外れていた首都圏が１泊圏内となることから、新たな市場開

拓に取り組む必要があり、鶴岡市全体としてどこをターゲットにして

いくのか検討する。

○ 観光スポットや物産などあつみ温泉の目玉となるもの開発が望まれ

ている。朝市などの施設のあり方を見直すとともに、大清水や郷清水

などの湧き水を使った天然水の商品化など、目玉商品の開発を検討す

る。



からの一泊旅行は時間的に厳しい状況になって

いるが、日東道の全線開通により首都圏からの

一泊圏内に入ってくる。一方これまで一泊圏内

であった新潟、宮城のお客さんは通り過ぎてし

まう可能性があり、ターゲットを絞った鶴岡市

全体の観光ＰＲ、旅行の拠点としてどのような

ことが可能かということを考える必要がある

○ 朝市のあり方について、お客さんは今採って

きた地元のものが売られているというイメージ

を持っているが、実際は加工品が主でそうはな

っていない。分かってはいるが対応できていな

い。

○ 大清水や郷清水の湧き水を使った天然水の商

品化はどうか。

【鼠ヶ関地区の活性化】

○ 様々なイベントを開催しており、日東道の開

通に伴い内陸からのお客さんも増えている。

○ 鼠ヶ関駅から国道７号方面への生活道、避難

道としての整備が要望されている。また、北側

の通称寺坂付近からの進入路は検討できない

か。

○ 日東道全線開通に向け鼠ヶ関駅から国道７号

方面への道路整備、国道３４５号の整備が望ま

れる。

○ 日東道の全線開通に伴い「しゃりん」などの

商業施設は少なからず影響を受けると予想され

○ 鼠ヶ関地区は様々なイベントが開催されており、日東道の開通もあ

って多くの観光客が訪れるようになっているが、国道７号から弁天島

方面へのアクセスが悪く混雑を招いている。今後予定される日東道の

全線開通、インターチェンジの設置により交通環境は大きく変わるも

のと思われ、鼠ヶ関地内はもとより周辺地域の交通環境の整備につい

て検討する。

○ 関西方面から鼠ヶ関地内の史跡めぐりの観光客が増えている。しか

し施設が整っていないため、期待外れとの声も聞かれる。念珠関跡、

念珠の松庭園、義経上陸の地など、歴史的観光資源の整備、海鮮レス

トランの設置などにより、年間を通じて観光客の受け入れができる環



る。

○ 鼠ヶ関へ関西圏から史跡めぐりの観光客が訪

れるようになった。念珠関跡の整備や念珠の松

庭園への茶屋の設置、はなさき道への海鮮レス

トランの設置などが求められる

○ 平成２８年に山形県で開催される「全国豊か

な海づくり大会」を鼠ヶ関に誘致することで、

あつみ温泉も含めて活性化を図られる。早期に

市民運動などに取り組んではどうか。

境整備を検討する。

○ 「全国豊かな海づくり大会」の会場を鼠ヶ関に誘致することで、漁

業のみならず、他の産業も含めて温海地域全体の活性化が図られるこ

とから、早期に市民運動などに取り組む体制作りを検討する。

３ 産業の振興について

【農林水産業の振興】

○ 温海地域は農地の条件も悪く農業のみで生計

を立てることは難しい環境にある。耕作放棄地

が増えており、これを利用して温海でもできる、

温海でしかできない農産物を栽培することが必

要ではないか。

○ 山間部の猿被害は深刻で、最近は海岸線でも

確認されており、一部は米にまで及んでいる。

生産意欲の低下が懸念される。

○ 早田うり、早田孟宗、ずいき芋といった在来

作物が注目されており、これらの商品化、缶詰

にしたり、朝市での販売はどうか。

【企業誘致】

○ 日東道の開通により輸送時間が短縮されるこ

とから１社でも２社でも企業誘致を図るべき。

○ 遊休農地を有効活用した特産品の開発。早田孟宗のブランド化や在

来作物の商品化を検討する。

○ 猿被害による生産意欲の低下が懸念されており、抜本的な対策を検

討する。

○ 日東道の全線開通に向けた企業誘致について検討する。



○ バイオ野菜が流行しているので、ＪＲの空き

トンネルを利用した野菜工場を誘致してはどう

か。

○ 再生可能エネルギー事業として木質バイオマ

ス発電施設の誘致が検討されている。温海地域

の豊富な森林資源の有効活用と雇用の創出が見

込まれる。また、発電段階で排出される排湯の

活用についても企業誘致を含めて検討していき

たい。

○ 木質バイオマス発電施設の誘致により、温海地域の豊富な森林資源

の有効活用と雇用の創出が期待されるところであり、発電段階で排出

される排湯の有効活用について企業誘致も含めて検討する。



Ⅴ 地域振興の方針

1．地域振興の基本的考え方

市町村合併により全国有数の広大な市域を持つ本市は、多彩な魅力を持ち、さらなる発

展の可能性に富んでいます。これまで各地域において、それぞれの固有の特性や地域資源

を生かしながら、住民の力を発揮して、特色あるまちづくりが行われてきています。

今後も、市町村合併の理念である「多様性の発揮」を実現するため、引き続きそれぞれ

の地域の持つ特性を最大限に生かした個性豊かな地域づくりを進めます。

そして、各地域の特性を一斉にしかも高度に発揮することにより、市全体として様々な

交流が一層活発になり、真にいきいきと暮らし続けることのできる活力に満ちた豊かな地

域社会を実現します。

２．各地域の方向性

（６）温海地域

温海地域は、海、山、川、温泉など多様な自然資源を有し、これら自然環境は、長い歴

史のなかで住民の生活と文化面に大きな影響を与え、地域の貴重な財産となっています。

本地域の資源としては、開湯一千年を誇る温海温泉、鼠ヶ関の漁業と念珠関関所跡などの

史跡、鼠ヶ関マリーナと人工海水浴場などのレジャー施設、名勝摩耶山、風光明媚な庄内

海浜自然公園などがあります。また、一霞を中心とした温海かぶ、関川のしな織、あつみ

豚、庄内あつみ杉等の特産品が生産され、さらには、山五十川の能と歌舞伎などに代表さ

れる、多種多様な民俗芸能や伝統行事の文化が継承されています。これらの資源を生かし

て古来より、地域の特性を生かした農業、漁業、林業をはじめ温海温泉を中心とした観光

業など、多様な産業が営まれてきました。

こうした状況のなか、近年の少子高齢化は、地域の過疎化を深刻化させ、脈々と伝承さ

れてきた様々な伝統行事や生活文化の継承、地域コミュニティの維持に影響を及ぼしてい

ます。

そのため、それぞれの持つ地域資源に光をあて、これらの魅力を高める活動を地域住民

の誇りと自信にしながら、地域コミュニティの活性化につなげていきます。

他方、近年、中山間地域を訪れる都市住民も増えており、こういった人々との交流を深

め地域を元気付け、再生していくことも重要です。

これらの具現化を図るため、地域資源の付加価値を高め、新たな産業を創出していく起

業家の掘り起こしや人材育成を推進するとともに、地域資源を活用した体験交流の事業メ

ニュー開発と事業実施に向けた地域の合意形成や体制づくりに取り組みます。また、本地

域の振興策を図るため、個々の資源を有する関係者と産業従事者を連携させ、これらを有

機的に結び付けることにより地域の産業全体の総合力を高めることが求められています。

そのため、温海温泉の振興、海や水産業を生かした地域活性化、交流ソフトプログラム

の開発の三つを個別の計画と位置付けます。また、本市のめざす森林文化都市の一役を担

う取組みとして、中山間地域の特性を生かした農業の確立、豊かな森林資源を活用した振

興方策などを推進し、地域全体の振興が図られるよう努めます。

鶴岡市総合計画基本構想（抜粋）



温海地域審議会 地域戦略会議 新地域振興計画

上旬

中旬
〇第１回地域戦略会議
・新地域振興計画策定について
・地域審議会について

◎第１回プロジェクト会議
・プロジェクト会議の運営計画について
・メンバー：各課１～２名選出

下旬

◎第１回地域審議会（２９日）
・２５年度予算及び主要事業について説明
・新地域振興計画の策定について説明
・テーマに基づく協議

【作業】
・地域振興ビジョン個別プロジェクトの評価
・各事業担当課において月末まで整理

上旬
〇第２回地域戦略会議
・地域審議会テーマに基づく事業について
・新地域振興計画の取組みテーマについて

中旬
◎第２回プロジェクト会議
・取組みテーマの設定

下旬
【作業】
・テーマについての情報収集

上旬
◎第２回地域審議会
・テーマに基づく事業提案
・必要に応じ視察、研修等

◎第３回プロジェクト会議
・地域振興策の方向性について
・視察研修について

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬
◎第４回プロジェクト会議
・視察研修について

上旬
〇第３回地域戦略会議
・地域審議会の提言（案）について
・新地域振興計画策定の進捗状況について

【研修】
・先進地視察

中旬
◎第３回地域審議会
・提言書（案）について
・新地域振興計画の骨子・素案説明

温海地域審議会・地域戦略会議の開催及び新地域振興計画策定スケジュール（案）

温海庁舎　総務企画課

５月

６月

７月

８月

９月



温海地域審議会 地域戦略会議 新地域振興計画

下旬
◎第５回プロジェクト会議
・計画の骨子・素案作成
・上位計画、地域審議会提案との調整

上旬

中旬

下旬 ○関係団体との意見交換会

上旬
◎第６回プロジェクト会議
・新地域振興計画（案）について
・地域活性化事業への反映について

中旬

〇第４回地域戦略会議
・地域審議会の提言書の取りまとめについて
・新地域振興計画（案）について
・地域活性化事業予算について

下旬

◎第４回地域審議会
・総合計画実施計画について意見聴取
・新地域振興計画（案）について意見聴取
・提言書の取りまとめ

上旬
◎第７回プロジェクト会議
・新地域振興計画（案）について

中旬
〇市長への提言書提出 〇第５回地域戦略会議

・新地域振興計画（案）について

下旬

上旬

中旬

下旬
◎第５回地域審議会
・総合計画後期計画ついて意見聴取

◎第８回プロジェクト会議
・新地域振興計画策定

上旬

中旬 〇新地域振興計画策定公表

下旬

１０月

１１月

２月

１２月

１月



































































平成25年度主要事業の概要

鶴岡市温海庁舎

資料 ２



温海庁舎 (単位:千円)

総務企画課
集落活性化懇談会開催事業（継
続）

温海地域の自治公民館の建物・設備
の修繕、備品購入に対する支援。
   早田：大規模改修
   木野俣：備品整備
   山五十川：備品整備

7,182
（市全体）

総務企画課

公民館類似施設整備等補助金

総務企画課第28回温海さくらマラソン大会
第28回温海トライアスロン大会
（継続）

7

生涯学習振興事業
公民館類似施設整備事業

市
温海地域の自治公民館における公民
館運営活動に対する支援。
・27自治公民館

12,202
（市全体）

総務企画課
公民館類似施設
運営育成事業（継続）

さくらマラソン大会 4月21日（日）
　温海温泉を中心としたコース
  約1,700人　参加予定
トライアスロン大会 7月14日（日）
　鼠ヶ関を中心とした コース
　個人230人、チーム30組参加予定

海岸地域避難路整備連携事業補
助金（継続）

6

生涯学習振興事業

大会実行委員会

平成25度主要事業の概要

NO    事 業 名  (予算書P)
事　業
主　体

事　業　内　容 事業費 担当課

総務企画課
生活交通バス維持費補助金
(継続）

交通輸送対策事業

1

交通輸送対策事業

市
廃止路線代替バスへの運行補助を行
い地域住民の日常生活の交通の便を
確保する。

2 バス事業者

満70歳以上の高齢者を対象に、温海
地域内全路線と温海鶴岡線、越沢線
の路線に乗車できる高齢者いきいき
パス事業（定期券）に補助する。こ
れにより年間3万円で中心市街地まで
のバスを利用できることになり、高
齢者の負担軽減を図る。

29,502

4,500
(市全体）

市

事業実施団体

少子化の一因になっている未婚化・
晩婚化について、地域の実態を把握
するとともに、企業や団体、地域と
連携して結婚に向けた環境づくりを
推進する。

2,512
（市全体）

職員の集落担当制による集落懇談会
を開催し、地域課題の掘り起こしや
解決に向けた取組みを行う。
（これまでの経過を踏まえ、共通す
る課題について研修等を計画する)

2,228
（市全体）

総務企画課高齢者生活交通対策
(高齢者いきいきパス）補助金
(継続）

婚活支援事業

3 総務企画課

婚活支援事業(継続）

4 市

過疎地域の集落対策として、温海地
域と朝日地域に集落支援員を各１名
配置し、住民との共同作業により集
落点検や話し合いから課題を掘り起
こし、住民自らの知恵と工夫により
集落振興ビジョンを策定するととも
に集落活性化を推進する。

18,963
(市全体）

総務企画課

5

災害に強いまちづくり事業

過疎対策推進事業

集落支援員設置事業(継続）
過疎地域集落対策事業(継続）

市
海岸地域の自主防災組織が行う避難
路整備を支援し、津波災害対策の強
化を図る。

5,000
（市全体）

総務企画課

コミュニティ再生事業

8

公民館類似施設整備事業

市

9

1,330

市

2



NO    事 業 名  (予算書P)
事　業
主　体

事　業　内　容 事業費 担当課

市
（あつみ福祉会
に事業委託）

民間保育所への各種補助事業

12
高齢者生活福祉センター運営業
務委託料(継続）

13

放課後児童対策事業

市

がん、心臓病、脳卒中・糖尿病など
の生活習慣病の予防や早期発見のた
め、年1回必要な健診と健診結果に基
づく指導を行い、働き盛りからの健
康管理と老後の健康保持に役立たせ
る事業

地域内自治会に対し交付金を交付
し、行政事務の円滑化及び集落の振
興並びに運営の健全化を図る。

塵芥収集事業

一般廃棄物収集運搬業務委託料
(継続）

放課後児童対策事業委託料
(継続）

１人年間24(30)枚のタクシー券を交
付し、市と委託契約を締結している
タクシー業者を利用した際、基本料
金相当分を助成する。また１人年間
12(15)枚のガソリン券を交付し、市
と契約締結している業者を利用した
際、1回につき800円を助成する。タ
クシー券、または給油券を選択す
る。対象者は身体障害者手帳１級か
ら３級、療育手帳Ａ、障害者手帳(精
神)１級手帳保持者及び自動車税等の
減免を受けている者。

33,638
（市全体）福祉タクシー利用料金助成費福

祉給油券助成費
(継続）

在宅での生活に支障がある高齢者
に、一定期間住居を提供し、各種相
談、助言及び緊急時の対応を行う。

自治組織等
運営活動対策事業

市
温海地域自治会総合交付金交付
事業(継続）

14,938 総務企画課

3,581
市　民
福祉課

市　民
福祉課

11

重度心身障害（児）者社会参加
促進事業

市

10

高齢者施設運営事業

あつみ福祉会
あつみ福祉会が行う保育園へ通園す
る園児の送迎事業に対して市が経費
の一部を補助する。

あつみ福祉会

「あつみ保育園」に併設し、あつみ
福祉会が運営する放課後児童クラブ
で小学生を対象に、授業終了後から
午後５時３０分まで「あつみっこク
ラブ」を開設する事業を支援。保育
料は6,500円で、兄弟で利用している
場合は２人目以降4,500円、長期休暇
加算3,000円で兄弟で利用の場合は２
人目以降1,500円加算。

12,643

市　民
福祉課

1,625

市　民
福祉課温海地域保育所通園費補助金

（継続）

15

予防接種事業

市

・予防接種法に基づき、予防接種を
実施する。(BCG、四種混合、麻疹・
風疹、日本脳炎、二種混合、ヒブ、
小児用肺炎球菌、子宮頸がん予防）
・65歳以上に対してインフルエンザ
予防接種費用を助成する。
・75歳以上の希望者に対して高齢者
肺炎球菌予防接種費用を助成する。

295,149
（市全体）

市　民
福祉課

予防接種委託料等(継続)

14

257,593
（市全体）

市　民
福祉課

健康診査委託料等(継続）

17 市
地域内の各家庭より排出される家庭
ごみ（一般廃棄物）の収集運搬業務
を委託する。

19,789
市　民
福祉課

16

健康診査事業

3



NO    事 業 名  (予算書P)
事　業
主　体

事　業　内　容 事業費 担当課

55,826

朝市などにおいて、産直カーなどを
使って生産者が直接販売することに
より、地産地消の拡大を図る。ま
た、農産加工を推進するため、農産
加工グループの育成や農産加工品の
料理講習会などの事業に支援する。

地域農業振興対策事業

26

中山間地域等直接支払交付金事
業

市

中山間地域における営農活動の条件
不利を補正するため、3期対策の効率
的な実施に取り組む。
協定期間はH２２～２６年度までの
５ヶ年。

地域活性化事業

地域間連携事業

地域活性化事業

㈱クアポリス温海

市

市

有機、特別栽培を基本とし、さらに
環境に配慮した農業を実践する個人
に対して１０aあたり一定額を交付す
る。

みょうが根茎腐敗病防除対策事
業（継続）

有害鳥獣による農作物被害防止
対策事業（継続）

18

介護予防地域活動推進事業

市

（地域の自主的団
体に事業委託）

公民館等の施設を利用し、軽スポー
ツ、保健福祉に係る健康相談、健康
教室、介護教室等を実施し、高齢者
の閉じこもり防止や介護予防を行う
ことにより生きがいをもって暮らし
ていけるように支援する。また、協
力員などの組織化により地域ボラン
ティア活動を普及する。

1,050
市　民
福祉課介護予防地域活動

推進業務委託料(継続）

19

地域活性化事業

農業者団体
認定農業者

農業者団体や認定農業者が遊休農地
において、新たに景観作物やソバ、
山菜等の作付けを行う場合、種苗の
購入経費や肥料代、作物によっては
資材代などの一部を助成し、遊休農
地の解消を図る。

351 産業課
遊休農地解消組織等支援事業
（継続）

200 産業課
地産地消拡大モデル事業
（継続）

21 協議会

焼畑温海かぶの品質向上、安定生
産、栽培技術の研鑽等、ブランド力
向上のための組織的な取り組みに対
して支援する。

218 産業課
焼畑温海かぶブランド力向上対
策事業（継続）

20

産業課
中山間地域農産物販路拡大調査
事業（継続）

23

地域間連携事業
鼠ヶ関地域協議会

「蓬莱塾」

由良の地域協議会と連携し、海洋資
源を活用したグリーンツーリズム事
業等を展開する。

450 産業課
漁村地域力向上事業費補助金
（継続）

22
1,000

（市全体）

主に温海と朝日地域の農産物の販路拡
大を図るため、首都圏等での需給調査
や東京マルシェの開催及び地元販路拡
大などの取り組みに支援する。

54,950
（市全体）

産業課
環境保全型農業直接支払交付金
（継続）

25 市

みょうがの根茎腐敗病の発生を抑制
するため、効率的な抑制効果の検証
試験について、その費用の一部を支
援する。

180 産業課

24

環境保全型農業直接支援事業

産業課
中山間地域等直接支払交付金
（継続）

27

鳥獣被害対策事業 市

鳥獣被害防止
対策協議会

有害鳥獣における農作物の被害を未
然に防止するため、猿の成育域調査
や爆音機購入等の追い払い用機材、
狩猟免許取得購入経費などに対し一
部助成などを行う。

14,514
（市全体）

産業課

4



NO    事 業 名  (予算書P)
事　業
主　体

事　業　内　容 事業費 担当課

2,661

産業課

1,300
（市全体）

産業課

地域全体で農地・農業用水路等の保
全管理を行う体制を整備する共同活
動支援と土地改良施設の長寿命化を
図るための向上活動支援に対する交
付金。

地籍簿及び地籍図の作成
越沢地区(郷清水・岩菅沢　調査面積
0.11㎢)

33

森林整備支援事業

温海町森林組合
森林の集約化、作業路網の点検整備
活動に対して支援する。森林整備地域活動支援交付金

（継続）

小菅野代～湯温海へ連絡する基幹林
道として整備を行う。全延長8,500ｍ
のうち840ｍの開設を県代行事業で行
い、市は用地購入と丈量測量、支障
木の伐採業務を行い、事業の円滑な
推進を図る。今年度で全線開通の予
定。

観光一般事業

水産業振興費

農地・水・保全管理支払活動支
援事業 農地・水・環境

保全向上対策地
域協議会

特用林産振興事業補助金
（継続）

29

地籍調査費

市
地籍調査事業委託料ほか
(継続）

林道維持管理事業

31

1,113 産業課

産業課

330 産業課

31,940
（市全体）

400

1,000
（全体で）

本市に水揚げされる魚介類の付加価
値の向上と有利販売を推進するた
め、加工品の開発や販路拡大などに
対する取組に対し助成を行う。

林業振興対策事業
個人

生産団体

中山間地域の森林資源・林地の有効
活用を図ることを目的として栽培さ
れる、きのこ類の種駒や山菜の苗木
等の購入費に対して一部を支援す
る。

32

間伐実施推進事業

温海町森林組合
35年生以上の間伐事業に対し補助金
を交付し、森林整備の促進と資源の
有効活用を図る。

間伐実施推進事業
（温海庁舎実施分）
（継続）

林道三瀬峠線の舗装改良事業を実施
するための、測量と調査等を実施す
る。

166,639
（市全体）

産業課
農地・水・環境保全向上対策地
域協議会負担金（継続）

30 市
林道維持に係る、原材料費や草刈等
の維持管理業務を委託する。

10,589
（市全体）

産業課

林道維持管理事業(継続）

28

産業課
林道三瀬峠舗装改良事業
（新規）

林道八方峰線開設事業
（継続）

35

林業基盤整備事業

市

34

林業基盤整備事業

市 産業課

産業課

40,300

産地水産業強化支援事業
（継続）

37 市

あつみ温泉周辺に位置する温海岳・
天魄山・湯見ヶ滝の3箇所をトレッキ
ングコースとして、年次的に整備を
進めており、今年度案内表示板と休
憩ベンチを設置する。

あつみ温泉周辺トレッキング
コース整備事業
（継続）

36
鶴岡市うめぇ魚

産地協議会
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NO    事 業 名  (予算書P)
事　業
主　体

事　業　内　容 事業費 担当課

42
羽越しな布
振興協議会

国の伝統的工芸品に指定されている
「羽越しな布」の振興を図るため、
後継者の育成事業、需要の拡大など
の事業に対して補助金を交付する。

あつみ観光協会

あつみ観光協会の運営及び協会が行
う観光宣伝、誘客等の各種事業に補
助金を交付し、温海地域の観光振興
を図る。

38

あつみ観光協会温泉支部が行う着地型
観光の推進事業に対して補助金を交付
し、温泉街のにぎわい創出と観光誘客
を促進する。特に今年度は新潟DCのプ
レ対策の充実を図る取組を支援してい
く。

観光一般事業

産業課

4,261 産業課

40

地域間連携事業

あつみ温泉魅力づ
くり推進委員会

温泉街賑わいづくりモデル事業
（新規）

1,094

41

地域活性化事業

市

46

道路維持事業

市

あつみ観光協会振興事業
(地域観光協会等補助金)
（継続）

39

観光一般事業

あつみ観光協会
温泉支部

産業課
にぎわいのある温泉街創出事業
(温泉街環境整備等)（継続）

352 産業課
羽越しな布振興事業
（継続）

あつみ温泉集客イベント実施事
業（継続）

あつみ温泉賑わいづくりの一環とし
て、温泉情緒演出装置となる、のれ
んとイーゼルを市の備品として整備
をし、温泉街の店舗に対して貸し出
しを行う。

333 産業課

羽越しな布振興事業

あつみ温泉の活性化を図るため、あ
つみ温泉かじか通りを主会場に黒川
能と山戸能の共演事業「せせらぎの
能」を実施するとともに、市内の伝
統芸能を紹介するイベントを開催す
る。このため、事業主体となる「あ
つみ温泉魅力づくり推進委員会」に
対して補助金を交付する。

2,000

43

都市公園等新営改良事業

市

ばら園の周囲に危険防止策として設置
しているフェンスの一部の腐食が激し
く、破損しているため改修工事を行
う。

1,600 産業課
あつみ温泉ばら園フェンス修繕
工事（新規）

44

鶴岡市緊急雇用創出事業

市及び事業委託

温海管内に有する多くの観光資源や
新たに発掘する観光素材を活用しな
がら、観光誘客事業を実施し観光客
数の増加を図る。

2,613 産業課
観光資源発掘・活用事業委託
（継続）

45

日沿道新潟県境区間ＩＣ周辺土
地利用検討事業

市

供用中の「あつみ温泉ＩＣ」及び整
備予定の「（仮称）鼠ヶ関ＩＣ」周
辺にふさわしい土地利用や求められ
る機能を検討し、今後の日本海沿岸
東北自動車道整備事業の調整に備え
る。

3,452

建　設　部
都市計画課

建設部温海
建設事務室

日沿道新潟県境区間ＩＣ周辺土
地利用検討業務委託料ほか
（新規）

交通安全施設整備工事費
（継続）

市道２路線
・市道谷地田誕生線
　門型防護柵設置 L=81.0ｍ
・市道小岩川中通り線
　ガードパイプ更新 L=22.0ｍ

1,938
建設部温海
建設事務室
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事　業
主　体
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47

建設部温海
建設事務室

63,200

18,100
繰越明許費
※H24工事請負契約金額
　　　　　　　　　　28,490千円

市

市道９路線
・道路側溝整備 ５路線
・舗装新設 ４路線（うち１路線
  は測量設計のみ）

道路側溝整備、舗装新設
（継続）

道路新設改良事業

51

49

道路改良(路面流水消雪施設整備)
H24～26
全体延長 L=250m　W=4.0(5.0)m

過疎地域自立促進事業
小学校通線他１路線
（継続）

過疎地域自立促進事業
一霞中通１号線（継続）

過疎地域自立促進事業
関川１号線他１路線
（継続）

過疎地域自立促進事業
小学校通線他１路線
（継続）

過疎地域自立促進事業
小名部線（継続）

道路改良　H20・24～25
全体延長 L=430m
W=4.0・片歩道2.5(8.5)m

道路改良　H24～26
全体延長 L=570m　W=4.0(5.0)m

「あつみスポーツクラブネクサス」
について、地域における生涯スポー
ツの拠点として育成支援を行う。
 ネクサス：1,035千円

53

消防施設新設改良事業

市

防火水槽、車両購入、消火栓新設改
良並びに消防施設の修繕等に努め地
域の安全を確保する。
※繰越明許費　　　　22,950千円

48

報償費、費用弁償
（新規）（継続）

あつみ温泉まちづくりワークショ
ップ（継続）

都市計画管理事務

市

温海都市計画マスタープランの策定
（新規）

道路公共事業

市 道路改良　H24～26
全体延長 L=180m　W=4.0(5.0)m

263
建設部温海
建設事務室

14,227
建設部温海
建設事務室

14,843
建設部温海
建設事務室

市営住宅改修工事（新規）

52

鼠ヶ関マリーナ管理業務

市

鼠ヶ関マリーナを山形県より指定管
理者の指定を受けハーバーマスター
を配置し、施設を管理運営する。
　指定管理期間平成24年4月1日～27
年3月31日

鼠ヶ関マリーナ管理
運営事業（継続）

50

市営住宅新営改良事業

市

柳原住宅Ａ棟屋根改修工事
築後34年が経過し経年により劣化が
激しい柳原住宅Ａ棟屋根319㎡を全面
改修する。
既存のカラー鉄板瓦棒葺きから長尺
瓦棒葺き（カラーステンレス）に変
更し、基材のメッキ消耗期間を延ば
し、建物の長寿命化を図る。

13,800 消防本部
消防施設新設改良事業
(継続）

6,939
（市全体）

スポーツ課
総合型地域スポーツクラブ
育成支援事業（継続）

17,745 スポーツ課

総合型地域スポーツクラブ
活動支援事業

市
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